
第2章

地域福祉を取り巻く現状と課題

１．人口構造等

（１）仙北市の人口の推移

○人口の推移

況です。

人口の動き
平成２１年平成２２年平成２３年平成２４年平成２５年

31,005 30,563 30,174 29,760 29,396

                 基準日：４月１日
            資料：仙北市市民課

平成１７年９月２０日仙北市が誕生したときの人口は、３３,０００人を超えていまし

たが合併して間もない１０月１日には、３２,６３７人に減少しています。その後、毎年１０％近

くの減少率を示しており平成２４年には、２９,７６０人となり、減少に歯止めがかからない状
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○年齢別人口

　

 年齢別人口

年齢 ０～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ２５～２９ ３０～３４ ３５～３９

男 428 508 588 557 499 584 688 789

女 432 530 536 602 431 556 706 723

計 860 1,038 1,124 1,159 930 1,140 1,394 1,512

年齢 ４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９ ７０～７４ ７５～７９

男 820 711 941 1,147 1,385 1,056 913 900

女 758 727 975 1,140 1,461 1,084 1,194 1,298

計 1,578 1,438 1,916 2,287 2,846 2,140 2,107 2,198

年齢 ８０～８４ ８５～８９ ９０～９４ ９５～９９ １００～１０４ １０５～１０９ １１０～ 計

男 740 357 89 22 1 0 0 13,723

女 1,258 795 348 101 17 1 0 15,673

計 1,998 1,152 437 123 18 1 0 29,396

　      　　平成２５年４月１日現在

  　 　    　  資料：仙北市市民課

仙北市の人口構造は、６０～６４歳代が一番多く全体の９．７％を占めています。中

でも６０～６４歳代の女性は全人口中最も多く約５％にあたります。６５歳以上の高齢者は

１０,１７４人で全体の約３５％です。今後はますます高齢化は進むと思われます。
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年齢別人口

年齢 ０～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ２５～２９ ３０～３４ ３５～３９ ４０～４４
男 428 508 588 557 499 584 688 789 820
女 432 530 536 602 431 556 706 723 758
計 860 1,038 1,124 1,159 930 1,140 1,394 1,512 1,578
年齢
男
女
計
年齢 計
男 13723
女 15673
計 29396

     平成２５年４月１日現在
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（２）仙北市の世帯構造の状況

○世帯数の推移

世帯数
平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

10,808 10,796 10,813 10,827 10,843

     基準日：４月１日

             資料：仙北市市民課

世 帯 数 は 、 平 成 ２ １ 年 に は １ ０ , ８ ０ ８ 世 帯 で 、 １ 世 帯 あ た り 人 数 は ２ . ８ 人 と な

っています。その後一時減少しましたが、また増加の傾向にあり平成２５年４月１日現在は

１０,８４３世帯で、核家族化が進んでいます。
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（３）出生の動向

○出生数の推移

す。

出生数
平成２０年度 191
平成２１年度 192
平成２２年度 165
平成２３年度 179
平成２４年度 165

                資料：仙北市市民課

出生数は、平成１９年から２００人を割り、その後も増減を繰り返しながらも、減少

傾向にあります。今後、秋田県全体の出生数同様減少の傾向で推移すると予想されま
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２．要支援者等の状況

（１）障がい者福祉

  ○身体障がい者

　障害別身体障害者手帳所持者の推移

(単位：人）
平成２３年 平成２４年 平成２５年

98 98 92

5.2% 5.2% 5.1%

106 111 98

5.6% 5.9% 5.5%

21 22 21

1.1% 1.2% 1.2%

1,261 1,255 1,212

67.0% 66.4% 67.4%

398 404 373

21.1% 21.3% 21.0%

1,884 1,890 1,796

100.0% 100.0% 100%

　　　    　　　　　　　※下段は構成比、資料：仙北市社会福祉課

及び内部障害者で９０％近い数値となっています。

肢体不自由者

内部障害

合計

視覚障害者

音声・言語機能障害

身体障害者手帳の所持者は、更生医療、補装具や日常生活用具の給付事業等を利

用しています。また、在宅障がい者福祉のため、障害者住宅整備資金貸付や、特別障害者手

当の制度を実施してます。身体障害者手帳所持者は横ばい状態にある中で、肢体不自由者

聴覚・平衡機能障害
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身体障害者手帳等級別所持者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1級 2級 3級 4級 5級 6級 計

平成23年 600 320 352 410 104 98 1,884

平成24年 581 321 355 436 97 100 1,890

平成25年 547 304 341 435 85 84 1,796

     　                                                                                                 基準日：４月１日
　                                      資料：仙北市社会福祉課

○精神障がい者

等級別精神手帳所持者の推移

件 件 件

１　　級 31 27.0% 39 29.3% 46 34.6%

２　　級 64 55.7% 69 51.9% 72 54.1%

３　　級 20 17.3% 25 18.8% 15 11.3%

合　　計 115 100.0% 133 100.0% 133 100.0%

  　              基準日：４月１日
　　　　　　                                      　　　　　　　　　　　　　資料：仙北市社会福祉課

○知的障がい者

　療育手帳所持者は平成２５年４月１日現在２１４名で、平成２３年から増加の傾向にあります。

また、療育手帳の区分Ａ所持者が全体の５２％前後を占めています。

療育手帳所持者の推移

人 ％ 人 ％ 人 ％

123 61.8 110 53.4 112 52.3

76 38.2 96 46.6 102 47.7

199 100 206 100 214 100

              基準日：４月１日
  資料：仙北市社会福祉課

全体の約３５％近くに達しています。

　　Ｂ(中度・軽度)

合　　　　計

精神障害者保健福祉手帳所持者は平成２５年４月１日現在、１３３人です。平成２３年

と比較すると１５．６％増となっています。等級別に見ると１級所持者の伸びが増加傾向にあり、

平成25年

平成25年

平成23年 平成24年

Ａ(重症心身・最重度・重度)

療育手帳区分
平成23年 平成24年
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（２）児童福祉

○　就学前児童の状況

０～５歳児

保育園入園児 763 66.06% 774 68.01% 760 72.65%

幼稚園入園児 85 7.35% 92 8.08% 75 7.17%

資料：仙北市子育て推進課・教育指導課

その他
保育園入園児 763 774 760
幼稚園入園児 85 92 75

資料：仙北市子育て推進課・教育指導課

仙北市の出生数は平成１９年以降２００人を割りました。その内、幼稚園入所児童は

増減を繰り返し、全体の１０ ％に達していません。しかし、保育園入所児童は全体の６０％ 台

を超えていることから、核家族化が進み、就労している等の保護者が多くなり、保育園の需

公立保育園では、一時的な保育の需要に対応するため一時保育事業を実施しています。

また、障がい児保育事業にも取り組んでいます。子育て家庭に対する育児支援とし

平成23年 平成24年

1,155 1,138

要 が 高 く な っ て い る こ と が う か が え ま す 。

て子育て支援センターを開設しています。
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○保育実施状況

　　　　　　　　年齢
区分 施設名

保育園
数

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

公立認可保育園 8 44 113 132 148 165 158 760

私立認可保育園

へき地保育園 1

保育園計 9 44 113 132 148 165 158 760

その他の保育施設 2 1 2 1 1 0 2 7

保育施設計 2 1 2 1 1 0 2 7

公立幼稚園 3 11 21 20 52

私立幼稚園 1 7 8 8 23

幼稚園計 4 18 29 28 75

在宅児童 100 61 33 8 2 0 204

合計 15 145 176 166 175 196 188 1,046

　 　　　　                      平成２５年４月１日現在　　
                                                  　　　　　資料：仙北市子育て推進課・教育指導課

○子育て支援センター利用状況

指定施設 電話 面接 電話 面接

だしっこルーム
生保内保育園
わかばルーム
神代保育園
いちごルーム
角館保育園
なかよしルーム
にこにこ保育園
さくらんぼルーム
ひのきない保育園

　資料：仙北市子育て推進課

0件

集いの
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実施回
数
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数
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名　　　称
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0件

0件 0件

0件 35回 0件
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（３）高齢者の動向

  ○６５歳以上の人口

　中で、６５歳以上の人口は増加しています。

                                                                            基準日：4月１日
                                                                 資料:仙北市長寿支援課

 ○年齢別高齢者の状況

年 区分/年齢 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～ 合計

男（人） 886 947 977 676 318 80 24 0 3,908

女（人） 1,022 1,287 1,330 1,233 691 332 82 15 5,992

計 1,908 2,234 2,307 1,909 1,009 412 106 15 9,900

男（人） 946 907 948 719 325 94 21 0 3,960

女（人） 1,040 1,235 1,334 1,240 724 339 86 18 6,016

計 1,986 2,142 2,282 1,959 1,049 433 107 18 9,976

男（人） 1,056 913 900 740 357 89 22 1 4,078

女（人） 1,084 1,194 1,298 1,258 795 348 101 18 6,096

計 2,140 2,107 2,198 1,998 1,152 437 123 19 10,174

           基準日：4月１日

                                                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：仙北市長寿支援課

資料：仙北市長寿支援課

６５歳以上の人口は、平成２２年は３２.７０％となっています。総人口が減少している
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６５歳以上人口(人)

比　　　率(％)

23

24

25

1,908 
2,234 2,307 

1,909 

1,009 

412 106 15 

1,986 
2,142 

2,282 

1,959 

1,049 

433 107 18 

2,140 2,107 2,198 
1,998 

1,152 

437 123 19 
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

65～69  70～74  75～79  80～84  85～89  90～94  95～99  100～  

年齢別高齢者数 

平成２３年 平成２４年 平成２５年 

13



　         　基準日：７月１日

○６５歳以上の一人暮らしと高齢者のみの世帯状況

平成２４年

1,256

1,155

1,389

1,150

1,335

1,054
６５歳以上

一人暮らし世帯

高齢者のみの世帯

平成２２年 平成２３年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　             　資料：仙北市長寿支援課
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（４）生活保護

を示しています。また、稼働年齢層で就労していない世帯が増加しています。

○生活保護の状況

区分 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

保護世帯数 310 310 330 340 353

保護人員数 416 422 459 470 484

保護率(‰) 13.3 13.8 15.2 15.9 16.6

                   ※資料：仙北市社会福祉課
       

世帯類型 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

高齢者 170 163 174 178 187

母 子 12 13 15 10 12

傷病・障害者 89 83 81 77 79

その他 39 51 60 75 75

      　　　　  ※資料：仙北市社会福祉課

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

高齢者 149 147 154 157 168
傷病・障害者 62 57 55 53 52

その他 19 26 31 39 39
小　計 230 230 240 249 259
高齢者 21 16 20 21 19
母　子 12 13 15 10 12

傷病・障害者 27 26 26 24 27
その他 20 25 29 36 36
小　計 80 80 90 91 94

               ※資料：仙北市社会福祉課

単身世帯

２人以上
の世帯

生活保護を受給している被保護世帯は、経済的・社会的要因や、年金などの他制度

の影響を受けやすく、微増の傾向にあります。一被保護世帯あたりの人員が１．３人と

なっていて、６５ 歳以上の高齢者世帯が被保護世帯に占める割合は５３％と高い数値

○被保護世帯類型別保護世帯数
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○労働力類型別世帯状況

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

世帯主が稼働 36 36 34 36 39

世帯員が稼働 7 9 11 13 11

計 43 45 45 49 50

稼働者なし 267 265 285 291 303

合　計 310 310 330 340 353

※資料：仙北市社会福祉課
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（５）介護保険制度

○要介護認定者の状況

①申請件数

（単位：人）
区　分 新　規 更　新 変　更 計

第１号 478 1,418 196 2,092

第２号 18 43 3 64

総数 496 1,461 199 2,156

第１号 507 1,220 221 1,948

第２号 23 40 4 67

総数 530 1,260 225 2,015

第１号 533 1,269 251 2,053

第２号 29 42 3 74

総数 562 1,311 254 2,127
　　　資料：仙北市長寿支援課

②認定者数

わずかながら減少しています。

　　　　　（単位：人）
年度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

174 222 319 344 255 251 294 1,859

0 11 10 15 7 7 11 61

174 233 329 359 262 258 305 1,920

164 234 350 347 273 270 297 1,935

0 8 10 17 12 7 11 65

164 242 360 364 285 277 308 2,000

194 264 353 374 297 311 278 2,071

2 9 9 13 12 13 16 74

196 273 362 387 309 324 294 2,145
　　　資料：仙北市長寿支援課

介護保険申請者は、平成２３年度と平成２４年度を比較すると、新規申請者が３２人

増加となっています。また、更新、変更とも増加していることから、申請後継続して介護保険を

利用している方が増えていることがうかがえます。

22

23

24

区　分

第１号

第２号

総　数

第２号

総　数

第１号

第２号

総　数

第１号

要支援１から要介護４まではいずれも増加をしていますが、要介護５については毎年

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度
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③居宅サービス利用者数

　　　　　（単位：人）
年度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

104 140 220 216 147 119 119 1,065

0 8 7 11 4 5 5 40

104 148 227 227 151 124 124 1,105

77 154 214 237 161 118 114 1,075

0 6 7 12 7 5 5 42

77 160 221 249 168 123 119 1,117

73 157 219 256 172 149 98 1,124

1 7 6 9 7 7 8 45

74 164 225 265 179 156 106 1,169
　　　資料：仙北市長寿支援課

④地域密着型サービス利用者数

　　　　　（単位：人）
年度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

0 0 16 33 25 13 7 94

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 16 33 25 13 7 94

3 0 24 30 34 13 12 116

0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 24 30 34 13 12 116

4 2 21 35 39 12 13 126

0 0 1 1 0 1 0 3

4 2 22 36 39 13 13 129
　　　資料：仙北市長寿支援課

⑤施設サービス利用者数

　　　　　（単位：人）
年度

　　　資料：仙北市長寿支援課

23

第１号

第２号

総　数

24

第１号

第２号

総　数

区　分

22

第１号

第２号

総　数

23

第１号

第２号

総　数

24

第１号

第２号

総　数

区　分

22

第１号

第２号

総　数

24
第１号
第２号
総　数

区　分

22
第１号
第２号
総　数

介護老人福祉施設 介護老人保健施設介護療養型医療施設 計
153 238 0 391

23
第１号
第２号
総　数

160 241 0 401
5 5 0 10

2 6 0 8
155 244 0 399

3 5 0 8
158 248 0 406

165 246 0 411
155 243 0 398
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⑥サービス利用者割合

　　　（単位：人、％）

　　　資料：仙北市長寿支援課

○給付の状況

①サービス別利用者数

（単位：人）

　　　資料：仙北市長寿支援課

1,644

1,704

種　　　　類 平成２２年度

訪問介護（ホ－ムヘルプ）

訪 問 入 浴

訪 問 介 護

認定者総数 サービス利用者総数 サービス未利用者数 サービス利用率

22

23

24

年度
　　　区分

1,920 322

356

441

83.2%

82.2%

79.4%

2,000

2,145

1,598

ショートステイ（短期療養）

福 祉 用 具 貸 与

特定施設入所者生活介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

訪問リハビリテーション

居 宅 療 養 管 理 指 導

通所介護（デイサービス）

通所リハビリ（デイケア）

ショートステイ（短期生活） 227

3

374

31

0

247

86

平成２３年度 平成２４年度

400

61

28

29

69

565

47

435

57 52

28 30

59

464

23

271

2 2

22

76 80

563 560

33

378

19

57

84

13 12

417

36 46

0 3

1

78

14

1,927

グ ル ー プ ホ ー ム

地 域 密 着 型 特 定 施 設

計 2,049 2,106
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②その他のサービス利用者数

　　　　　（単位：人）

　　　資料：仙北市長寿支援課

③市町村特別給付事業利用者数（非課税世帯のみ対象）

　　　　　（単位：人）

　　　資料：仙北市長寿支援課

種　　　　類 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

紙おむつ購入費支給事業 42 33 28

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

88 86 134

77 62 79

福 祉 用 具 購 入

住 宅 改 修

種　　　　類
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３．地域福祉を支える関連機関

（１）　社会福祉協議会

います。

（２）　民生委員・児童委員

（３）　保育園

（４）　子育て支援センター　

（５）　児童館

（６）　在宅で利用できる障害福祉サービス事業所　

　に５カ所あります。

○在宅で利用できる障害者福祉サービス

○通所して利用するサービス

 ・生活介護・就労継続支援　

○地域で共同生活を営む支援

     ・共同生活援助（グループホーム）

仙北市には民生委員92人と主任児童委員7人が厚生労働大臣から委嘱されています。

それぞれに担当地区があり、地域社会の中でさまざまな悩みや問題を抱えている人の最

児童に健全な遊びを与え、その健康を増進したり、情操を豊かにすることを目的としています。

障がい者が地域で自立した生活をするために必要なサービスを提供する事業所は市内

・居宅介護サービス（ホームヘルプ）・重度訪問介護サービス・同行援護サービス

も 身 近 な 相 談 役 と な り 、 助 言 や 援 助 活 動 を 行 っ て い ま す 。

仕事を持つなどの保護者のために、就学前までの子どもの保育を行います。

地域で生活する人々は、さまざまな生活環境のなかで、さまざまな人との関わりを持って

生 活 し て い ま す 。 近 隣 住 民 を は じ め と し た 全 仙 北 市 民 、 病 院 や 施 設 、 企 業 な ど が 地 域

で生活する中で深く関わっています。地域福祉計画を作成するにあたり、計画の推進を

仙北市社会福祉協議会は本所のほか、角館、田沢湖、西木の各地区に支所が設置され、

地 域 福 祉 推 進 の 中 心 的 担 い 手 と な り 、さ ま ざ ま な 地 域 福 祉 活 動 を き め細 か に 実 施 して

図るために支えてくれる機関や団体等を紹介します。

子育て家庭に対し、相談や指導、または子育てサークルへの支援等を行います。
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（７）  相談支援事業所

○指定一般相談支援事業所

○指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所

（８）　包括支援センター

（９）　高齢者施設等

○養護老人ホーム

○軽費老人ホーム

（１０）　その他の高齢者施設　

○有料老人ホーム

供与を行う施設です。

６０歳以上の人が無料または低額な料金で入所でき、食事の提供その他日常生活上必要

入浴、排せつもしくは食事の介護、食事の提供またはその他の日常生活上必要な便宜の

とが困難な場合、市町村の措置により入所する施設です。

障がいのある人の福祉に関する様々な問題について、障がいのある人からの相談に応

６５歳以上の方を対象に、介護予防や権利擁護・健康・福祉などについて総合的な相

じ 、 必 要 な 情 報 の 提 供 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 利 用 支 援 を 行 う ほ か 、 権 利 擁 護 の た め

障 害 者 福 祉 サー ビス の 利 用 計 画 の 作 成 （ 計 画 相 談 支 援 ・ 障 害 児 相 談 支 援 ） サー ビス

等 利 用 計 画 に つ い て の 相 談 及 び 作 成 な ど の 支 援 が 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 に 、 障 害 者

（ 児 ） の 自 立 した 生 活 を 支 え 、障 害 者 （ 児 ） の 抱 え る 課 題 の 解 決 や 適 切 な サー ビス 利 用

に必要な援助を行います。

地域生活への移行に向けた支援（地域移行支援・地域定着支援）を行うものです。

に向けて、ケアマネジメントによりきめ細かく支援するものです。

談 に 応 じ ま す 。

な便宜を提供することを目的とする施設です。

６５歳以上の高齢者が環境上の理由及び経済的理由により自宅において養護を受けるこ
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（１１）　介護保険サービス

○居宅サービス

○地域密着型サービス

○施設サービス

へ入所（入院）しサービスを受けることができます。 

住 み 慣 れた 自 宅 で生 活 でき る よ う自 宅 を 訪 問 してもらう訪 問 系 サー ビス や 施 設 に 通 う

住み慣れた自宅または地域で生活できるよう、利用者が住む地域の特性に応じたサービ

通所系サービスなどを受けることができます。

要介護者が介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）

スを受けることができます。
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４．福祉施策の状況

（１）障がい者支援

し て い ま す。

※　ノーマライゼーション

　障がい者を特別視するのではなく、一般社会の中で普通の生活が送れるような条件

を整えるべきであり、共に生きる社会こそノーマルな社会であるという考え方

（２）子育て支援

「 仙 北 市 障 が い 者 計 画 ・ 障 が い 福 祉 計 画 」 ( 平 成 ２ ４ 年 ３ 月 作 成 ) に 基 づ き 、 障 が い

さまざまな福祉サービスを提供してきた障害者自立支援法は、平成２５年４月から障害

者 総 合 支 援 法 と し て 、 さ ら な る 福 祉 サ ー ビ ス の 充 実 を 図 り 地 域 社 会 に お け る 共 生 の 実

現 を 総 合 的 に 支 援 し て い ま す 。 身 体 障 が い 者 ・ 知 的 障 が い 者 ・ 精 神 障 が い 者 ・ 障 が い

児・難病等の方々に社会参加の機会の確保及び地域社会における共生、社会的障壁の

者 の 暮 ら し 全 般 に わ た り サ ポ ー ト で き る 体 制 を 整 え 、 自 立 に 向 け た 環 境 作 り を 推 進

シ ー を 保 護 し な が ら 適 切 な 相 談 援 助 が で き る 体 制 を 整 え て い ま す 。

子育て家庭のニーズは、少子化、核家族化、共働き家庭の増加や就労形態の変化等に

よ っ て ま す ま す 多 様 化 が 進 ん で お り 、 幅 広 い ニ ー ズ に き め 細 か く 対 応 で き る よ う 、

市内には、市立認可保育園が８園、へき地保育園が1園（平成２５年４月１日現在休園）

あ り 、 そ の う ち ５ 園 で は 家 庭 の 事 情 に よ る 一 時 的 な 保 育 ニ ー ズ に 対 応 で き る よ う 一 時

保育事業を実施しているほか、子育て家庭の育児相談や子育てサークルの育成支援な

ま た 、子 育 てに 不 安 や 悩 み を 抱 え る 家 庭 へ 助 言 指 導 を 行 う家 庭 相 談 員 及 び ひ と り 親

家 庭 へ の 自 立 支 援 に 向 けた 相談 援助 を行 う母 子自 立支 援員 を各 １名 配置 し、プライバ

除去に役立つよう、日常生活・社会生活の支援を総合的かつ計画的に行っていきます。

係 者 、 地 域 福 祉 関 係 者 等 に よ り 「 暮 ら し ・ 相 談 部 会 」 「 就 労 部 会 」 「 虐 待 ・ 権 利 部 会 」

ためのタクシー利用券の助成、人工透析治療のための交通費の助成など、障がい者の

どを行う子育て支援センター事業を実施し、家庭における育児活 動も支援 していま す。

地 域 全 体 で 子 ど も を 守 り 育 て て い く こ と が で き る 仕 組 み づ く り が 必 要 と な っ て い ま す 。

方 を 経 済 的 な 面 か ら も 支 援 し て い ま す 。

ま た 、 障 が い の あ る 方 も な い 方 も 、 地 域 で 共 に 生 き る ※ 「 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」 の

社 会 を 築 く た め 、 障 が い の あ る 方 々 の よ り よ い 生 活 に つ い て 考 え て い く こ と を 目 的 と

した障がい者総合支援協議会があり、相談支援事業者、保健医療関係者、雇用機関関

に分かれて必要に応じて検討を重ねています。 また、障がい者の方々が社会参加する
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（３）高齢者支援

取 り 組 ん で い ま す。

し て い ま す。

介護施設等の整備については、平成２５年度開設の地域密着型介護老人福祉施設入所者

生活介護（ミニ特養）について、前年 度に 施設 整備 等の ための支 援を 行うこと で地 域密

在宅医療の推進については、平成２５年度より訪問看護ステーションの開設と運営につ

いて支援を行い地域医療の充実を図っています。既に開設されている小規模多機能型

居宅介護や認知症対応型共同生活介護（グループホーム）と併せて市民の方々が介護や医療

人 口 減 と 少 子 高 齢 化 が 進 み 、高 齢 者 の 方 も地 域 の 担 い 手 と なり 活 動 し、 ボラ ン テ ィア

活 動 を お こ な う こ と が 多 く な っ て き ま し た 。 高 齢 者 が 自 分 の 能 力 を 活 か し 、 積 極 的 に

社 会 に 関 わ り 、 支 え 合 い 、 助 け 合 う こ と が で き る よ う 、 居 場 所 づ く り の 推 進 や 老 人 ク

ラ ブ の 活 動 を 支 援 し て い ま す 。 ま た 平 成 ２ ３ 年 度 よ り 「 高 齢 者 輝 き 表 彰 」 と し て 小 学 校

業 に 取 り 組 ん で い ま す 。

の 学 習 発 表 会 で市 民 の 模 範 と なる 善 行や 明る い社 会づ くり に貢 献した方 を表 彰す る事

経済面の支援では、国の制度として児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当制度

また、仙北市独自にも在宅子育て家庭に対する在宅子育てサポート事業も実施するなど、

「仙北市高齢者福祉計画」と「大曲仙北広域市町村圏組合第５期介護保険事業計画」

一方で介護や支援が必要な状態になっても住み慣れた家で、地域で安心して生活がで

き る よ う に 、 相 談 支 援 、 虐 待 の 対 応 、 権 利 擁 護 の 推 進 他 施 策 に つ い て 、 包 括 支 援 セン

ターが高齢者を支える体制 の中 核機 関と して役割 を担 い、関係 機関 や地 域の 方々 との

連 携 に 取 り 組 ん でいま す 。認 知 症 に つ いては 啓 発 を 推 進 し、多 くの 「 認 知 症 サポ ー タ

が必要になっても住み慣れた地域や在宅で生活ができるよう計 画的 な施 設整 備を 推進

の ほ か 、秋 田 県 独 自 の 保 育 料 助 成 の た めの す こや か子 育て支援 事業 など があ りま す。

高齢者の方が高齢期をいきいきと健やかに過ごしていくためには、介護予防の取組が

重要です。包括支援センターでは高齢者の方々の介護予防や健康づくりのために様々

な介護予防事業を実施しています。

子 育 て を 経 済 面 か ら も 支 援 し て い ま す 。

ー 」 を 養 成 し て い ま す 。

着 型 サ ー ビ ス 拠 点 の 充 実 を 図 り ま し た 。

(いずれも平成２４年～平成２６年度）に基づき、「安心して暮らせる環境づくり」の実現に
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（４）低所得者支援

います。

（５）健康づくり

います。 

「自殺ゼロ」を目指します。

また、秋田県は自殺者数が減少していますが、自殺率では依然と高い県です。当市の

自殺者数はＨ１８年１８名を上限に、増減を 繰り 返しなが ら徐 々に 減少 してきていま す。

生涯にわたる健康の維持・増進を図り、乳幼児健診をはじめとする母子保健や予防接

低所得世帯の生活の安定と自立に向けた助言等を行い、市民の生活基盤の安定を図っ

ていま す 。ま た 、 稼 働 能 力 の あ る 方 に 対 し 、ハ ロ ー ワ ー クと 連 携 し、 就 労 支 援 を 行 っ て

「自殺は防げる」の理念のもと自殺対策事業の充実・強化を図りながら自殺者を減らし、

種、特定健診、後期高齢者健診や各種がん検診、健康教育、健康相談などを実施して
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５．地域福祉計画の推進にあたっての課題

（１）地域福祉計画では

 　1．地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項

  ２．地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項

  ３．地域福祉に関する活動への住民参加の促進に関する事項

  ４．その地域で地域福祉を推進する上で必要と認められる事項

    社会福祉協議会の基盤強化や災害時 に支援を要する人たちの対策等

（２）地域サポート委員会の状況

域サポート委員会を 平成１９年度から実施しています。

サポート委員会委員 角館地域 １８人

田沢湖地域 １６人

西木地域 １３人

合計 ４７人

　その中で、地域ごとに重点目標を掲げて活動を行います。

　・重点目標

　　角館地域 地域交流拠点事業の展開

　　田沢湖地域 地域福祉交流事業の推進

　　西木地域 小地域で交流活動　ミニデイ事業の拡大

　各地域とも地域の交流を主な活動と捉えています。

（３）仙北市の共通課題

　　①少子化が引き起こす諸問題

　　　・　少子化の進行

平成１２ 年に社会福祉事業法等の改正により、社会福祉法に新に規定されている計画

で、行政や市民、ボランティアやＮＰＯ団体事業者などがともに協力し、「あなたもわたしも

安心して暮らせるまちづくり」を実現するため、次のことについて検討していきます。

仙北市社会福祉協議会が地域課題の把握とその解決に向けた検討について話し合う地

各サポート委員会を月１回程度開催をし、地域における課題について検討しています。
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　　②生活環境が招く諸問題

　　　・　交通が不便

　　　・　生活環境の変化

　　　・　空き家の増大

　　　・　除排雪が不安

　　　・　地域環境が悪化

　　③高齢者と障がい者をとりまく諸問題

　　　・　高齢化による不安の増大

　　　・　介護者の負担の増大

　　　・　障がい者を取り巻く問題の増加

　　④地域と家庭の経済に対する不安

　　　・　地域経済の基盤が不安定

　　　・　家庭経済の格差化

　　　・　遊休施設・空家・空店舗の増加

　　⑤人、家族、地域のつながりへの不安

　　　・　地域コミュニティの変化

　　　・　家族のコミュニケーションの希薄化

　　　・　子育てに対する不安

　　⑥地域医療の諸問題

　　　・　医師不足等による地域医療に対する不安感
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